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会議次第 

１ 開 会 

２ 自己紹介 

３ 会長・副会長の選出 

４ 議 題 

（１）第３次さがみはら文化芸術振興プランの進行管理について 

５ 報 告 

 （１）新型コロナウイルス感染症に係る本市の対応状況について  

 （２）相模原市行財政構造改革プランに係る美術館の位置付けに 

ついて             

６ その他 

 （１）相模原市文化活動推進アドバイザーによる活動事例紹介に 

ついて                         

７ 閉 会 



議 事 の 要 旨 

主な内容は次のとおり。 

 

１ 開 会 

事務局より会議の開催方法について、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防

止する観点からオンラインでの開催としたこと、並びに通信環境の不具合に伴い、

開始時刻を３０分遅らせることについて説明を行った。 

会議開始後、市民局スポーツ・文化担当部長より挨拶を行い、事務局より篠崎委

員、戸塚委員及び中里委員の欠席について報告するとともに、出席委員の人数が定

足数に達していることを確認した。 

   

２ 自己紹介 

 

３ 会長・副会長の選出 

相模原市文化振興審議会規則第３条の規定に基づき、互選により、会長に女子美

術大学教授の大森氏、副会長に東京造形大学教授の中里氏が選出された。 

 

４ 議 題 

（１）第３次さがみはら文化芸術振興プランの進行管理について 

  事務局から資料１に基づき、進行管理の概要、実施方法、年次報告書の構成及

び評価基準（案）について説明し審議を行った。 

 

（井部委員）進行管理の実施方法等に関する意見ではないが、昨年度に開設された市

公式 YouTube「文化芸術のひろば」について、市のホームページの階層が深く見

つけづらい場所に掲載されており、なかなかサイトにたどり着けない。QR コード

からサイトにアクセスする場合には問題ないが、市のホームページから検索する

とどこにあるのかわからないため、可能であれば目立つ場所に表示するよう検討

いただきたい。現状としては、文化芸術に興味を持っている方が同サイトにアク

セスしていると考えられるが、興味がない方でも目立つ場所にバナーを掲載する

ことでアクセスしてもらえる可能性が出てくるため、工夫いただきたい。 

（三本委員）そもそも、市のホームページは何か特別な理由が無ければ見ることがな

いと思われるため、何か別のやり方で周知することも検討していく必要がある。

新聞を取らない世代も多く、若者の中にはテレビを見ない方もいる。ネット社会

が進展し必要な情報はネット検索で得ている状況を踏まえながら、効果的な情報

発信について検討いただきたい。 

（樋口委員）同感である。私自身も最近市のホームページを見た目的は、新型コロナ



ウイルスのワクチン接種の手続きについて調べることだったが、そのページから

文化芸術のページにアクセスするのは容易ではなかった。そのため、アクセスし

たいページがすぐに見られるように、お気に入りに設定している。私案ではある

が、市公式 YouTube に出演している方の中には、自身の所属団体や個人でチャン

ネルを持っており、そちらでも配信しているケースもあることから、ハッシュタ

グや URL を両方のチャンネルに記載し、どちらのチャンネルからもアクセスでき

るようにすれば、再生回数も増えるのではないか。 

（大森会長）各委員の意見のとおり、行政のホームページは情報量が多いこともあり

検索しづらい側面がある。そのため、従前から検討している SNS を活用した発信

に注力いただき、拡散の仕方を具体的に検討しながら精査していけると良いと考

える。 

（大森会長）進行管理の実施方法として、基本目標ごとに設定された成果指標の数値

に基づき、評価を行う案が示されているが、昨今の社会情勢を踏まえると平時を

想定し設定した数値の達成は難しいことから、数値だけでなく事業の中身の精査

についても評価していけると良い。コロナ禍で社会構造も日々変化する中で、文

化芸術事業についても大きく影響を受けていることを今後作成する年次報告書の

冒頭、あるいは特記事項として掲載することを検討いただきたい。様々な課題が

浮き彫りになるかと思われるが、文化芸術分野の垣根を超えて横断的な取組によ

り解決を図ることも重要なため、前向きに捉えながら評価を進めていけると良い。 

 

５ 報 告 

（１）新型コロナウイルス感染症に係る本市の対応状況について 

事務局から資料２に基づき、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に係る市設

置施設や市主催事業等の扱い、中止・延期した主なイベント及び文化芸術活動へ

の支援事業について報告を行った。 

 

（大森会長）コロナ禍により多くの事業が中止や延期になっているが、新たな補助事

業が設立され、これまでとは別の形で団体支援が出来てきていることは良いこと

である。多くの応募をいただけているようだが、採択数は予算の範囲内であるた

め、動画制作等に慣れている方々の事業が採択されやすいことが想像される。こ

れにより、不採択となる団体も出てくることから、審査の結果をネガティブに捉

えないように団体に対するきめ細かいサポートを心がけていただきたい。これま

でと同じように申請したものの採択されなかったことで、団体の活動に影響が出

ないよう、これまでやられてきた活動内容を再評価することも検討いただきたい。 

（三本委員）YouTube 等を活用した動画は若い世代が多く視聴しているが、映像デザ

インについて研究されている杉森委員に専門的な視点から効果的な発信方法につ



いてご意見を伺いたい。また、大森委員も映像を介した作品を制作されていらっ

しゃるので、参考にお話を伺いたい。 

（杉森委員）映像を制作して YouTube にアップすることは以前に比べるとハードルが

低くなり、制作作品を気軽に発信できる時代になってきている。そうした時代の

変化は良いことだが、一方で、YouTube 上には一生かけても見切れないほどの映

像コンテンツがあり、先程の情報発信の話にもあったが、どこにアップしてどん

なバナーを付けるかが重要で、課題でもある。また、アップした動画を視聴して

いるのは制作団体の関係者であることも多く、広く一般の方に見られていない実

態もある。例えば、視聴回数で 500 回を超えることは難しく、ただＳＮＳにアッ

プしただけではなかなか視聴回数が伸びてこない。そのため、多くの方にアップ

した動画を見ていただくためには、様々な種類の動画掲載と配信に伴う告知を両

輪で実施することが大切である。 

（大森会長）動画配信については、比較的色々な活用方法が広がりつつあると感じて

いる。文化団体の方々に置かれては、少しずつでいいので楽しみつつ、実験的な

こともやりながら自分の表現を発信していただければ良いのではないかと考え

る。一方で、ＳＮＳの活用が広がる中でどのように質を担保していくかが重要で

あり、制作動画の質を確保するため撮影場所や機材を利用しやすくするなど、市

の方でも支援を検討いただけると良い。例えば、市内に限らず他自治体と広域的

に連携して、近隣自治体の施設の活用などを検討いただけると良い。 

（友田委員）相模原市はシティセールスの取組として観光大使を任命しているため、

そうした方々のＳＮＳを通じて文化芸術の情報を発信していただけると多くの方

に伝わりやすいのではないかと考える。 

（杉森委員）同感である。広報を考えた際に誰が発信するかは重要な視点である。市

と関わりのある著名な方をリストアップして、その方々から情報を発信していた

だけると市公式 YouTube のチャンネル登録者数が増えていくと思う。 

（友田委員）先日開催された東京オリンピックに出場しメダルを獲得された体操の村

上茉愛選手やタレントの冨永愛さんも市にゆかりのある著名人であるため、そう

した方々にご協力いただけると効果的と考える。 

 

（２）相模原市行財政構造改革プランに係る美術館の位置付けについて 

事務局から資料３に基づき、令和３年４月に策定した相模原市行財政構造改革

プランの概要と同プランにおける美術館整備事業の位置付けについて報告を行っ

た。 

 

（大森会長）財政状況が厳しくなっている状況を鑑みると致し方ないところではある

が、ネガティブに捉えられないように違った施策の展開等をご検討いただきたい。 



６ その他 

（１）相模原市文化活動推進アドバイザーによる活動事例紹介について 

相模原市文化活動推進アドバイザーである相模原市民謡協会理事長、相模原市

吟剣詩舞連盟会長及び相模原市エビバディ☆パフォーマンス連盟副会長から、団

体概要、新型コロナウイルス感染症に係る活動への影響、団体会員の獲得に関す

る取組並びに市の文化芸術振興に向けて必要と感じることについて説明がされ

た。 

 

７ 閉 会 
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